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＜病棟連絡事項＞
・濃厚接触者ケースの出勤対応について、“対象はコロナ感染症対策に従事する医療従
事者”の通知を適応し、出勤体制をとることとしました。
要点としては下記となります。
　1.ワクチン２回接種済みで、２回接種後14日経過している。
　2.疑われる症状が無い。
　3.保健所からの経過観察期間において出勤時毎日NEAR法の検査を
　　実施し、陰性確認がとれている。
  4.業務従事を病院長が許可。

・本日措置入院しました、李　鵬飛様ですが、入院中本人様との会話時に使用する翻訳機を青森県障害福祉課より借りる事となりました。退院時に、三戸地方保健所を通して返却予定です。故障や破損等に十分注意して取り扱っていただくようお願い致します。


・第４回法人研修の案内
　日　時：2021年9月7日(火） 17:30～18:30
　場　所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
　テーマ：｢守秘義務と個人情報保護｣
　講　師：楢館　和樹

＜移動＞
【部屋移動】
・田端　香織様　～東A10号室→東A14号室
・荒谷　政藏様　～東A14号室→東A13号室
【ユニット移動】
・丹内　栄子様　～東B 1号室→東A14号室
・松ヶ崎きみゑ様～東A14号室→東B1 号室
・佐々木　一様　～東A15号室→東B1 号室
・高橋　義明様　～東A13号室→東B1 号室

＜患者様連絡事項＞
・吉田　晶二様～主治医より退院許可あり。大川ＳＷへ以前入所していた施設へ戻れるのか確認を依頼している。家族へも退院許可となった旨、連絡行っている。

・牧　奈津美様～ソワソワ感の訴えが続いており、8/17田名部Ｄｒ．よりビベリデン処方となったが服用後より軽躁状態となり中止になった事を主治医へ伝えている。本日診察を実施し、服薬調整を行っている。

・藤井　崇史様～不穏時の継続指示薬リスペリドン内用液(1)　１０回分処方。

・新山　ヤシヱ様～8/27(金)14：00～介護認定調査、特診にて。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。10:00～11:00、14:00～15:00開放観察実施。解放観察中は他者トラブルなく過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。10:00～16:00開放観察実施。解放観察中は落ち着いており、不穏興奮さは見られず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・田端　香織様～確認行為が頻回であり、自分の要求が通らない時も頻回に来詰し落着きかない時も見られている。

・荒谷　キクエ様～嚥下状態不良にて食事摂取が進まず、田中Ｄｒ．より経管栄養開始の指示あり。本日より白湯から経管栄養開始。点滴は２本でキープ。栄養課と相談し、徐々に栄養剤を調整していく。また、１日１回寒天ゼリーにて嚥下状態のチャックの指示あり。嚥下状態回復したら経口摂取へ戻していくとのこと。馬渡Ｄｒ．よりミトン使用の許可あり。

＜田名部Dr診察情報＞
・青木　昭弘様～8/20　10時退院許可あり。レボトミン毎食後へと増量。退院処方8日分。

・田端　香織様～主治医からは症状が落ち着いた後は一旦自宅退院の方向との事。処方はリスペリドンが増量となっている。

・高橋　義明様～処方、指示の変更や追加なし。

・城前　実様～処方、指示の変更や追加なし。

・小澤　和子様～処方、指示の変更や追加なし。

・袴田　将志様～臨時処方へ炭酸リチウム追加となっている。

・小笠原　久年様～処方、指示の変更や追加なし。

・若沢　理子様～処方、指示の変更や追加なし。

・清水　志野様～臨時処方へロドピンが追加となっている。

・丹内　栄子様～処方、指示の変更や追加なし。

・谷地　寿梨様～臨時処方からオランザピンが中止となっている。

・安達　貴大様～処方、指示の変更や追加なし。

・藤井　孝蔵様～処方、指示の変更や追加なし。

・久保　與介様～レボトミン、フルメジンが臨時処方へ追加となっている。

＜皮膚科診察情報＞
・北向　勇治様～顔面の処置は治癒となり、処置は終了。左口角の処置は継続となる。
・澤口　利香様～頭部に紅斑･掻痒感あり、デルモゾ―ルDP処方となり、処置追加。他同内容で処置継続。

・宮崎　宏之様～左口角治癒。処置終了。

・若沢　理子様～処置継続。左耳介疼痛訴えあり。膿性皮症の疑いにてクラリスロマイシン(200)2T　2×朝夕　3日分処方。ゲンタマイシン塗布の指示。

・小笠原　久年様・水梨　孝純様・荒谷　政藏様・城前　実様～処置継続。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和3年8月19日　13:19
氏　　名：李　鵬飛(り　ほうひ)様
生年月日：昭和63年2月13日（33歳）
病　　名：うつ病
性　　別：男性
診 察 医：馬渡Dr.
主 治 医：深澤Dr.
入院形態：措置入院
病　　棟：東病棟Aユニット10号室

＜経過＞
　時期は不明であるが、以前八戸市内にある、北日本造船にて勤務。仕事が辛く体調を崩したことから、みちのく記念病院を受診しうつ病の診断にて診断書作成などの対応をしてもらっていた(処方が出ているかは不明)。その後、岐阜県へ転居し、転居後もすこやか診療所にて継続的に治療を行っていた。
　R3.8.17八戸市へ戻り、北日本造船で再度就労したいとの相談を行っていたが、8.18、船のドッグに登り飛び降りようとする行動や大声で叫んでいる様子から、警察官に保護。企図行為に至る可能性が高いことから、23条通報に至る。
[bookmark: _GoBack]　本日、1次2次診察にて要措置判定あり。当院受診し薬物療法での症状改善目的にて、東病棟Ａユニットへ措置入院となる。
